
持続可能なまちづくりと健全な財政運営の両立持続可能なまちづくりと健全な財政運営の両立

市長の政治姿勢

　　第７次総合計画の取組状

況と目指す都市像に対する市

長の思いは。

答）この計画の初年度となる

令和６年度については、若者

が夢を持って働くまちづくり、

子育て世代に魅力的なまちづ

くり、誰もが安心して元気に

暮らせるまちづくり、まちな

か再生による活性化や災害に

つよいまちづくりに取り組ん

できた。今後とも目指す都市

像として掲げている「元気あ

ふれる安心快適な未来価値創

造都市おおむた～有明海沿岸

地域のリーディングシティ～」

の実現に向けて必要となる施

策をしっかりと推進していく。

　　厳しい財政状況の中、持

続可能なまちづくりを実現す

るための財政運営の方針は。

答）選択と集中による事業の

取捨選択や事業費の精査、財

源の確保、経常的な経費の抑

制を図り、限られた行政資源

の中で効率的で効果的な財政

運営を進めていく必要がある。

　　　　人口減少が深刻化し

ている状況を踏まえ、今後の

まちづくりについては、若者

や女性のニーズに応じた施策

を積極的に推進してほしい。

　　令和５年度決算は単年度

収支が４億円の赤字であり、

令和６年度以降も収支不足が

続くものと考えられる。財政

計画では、令和９年度までの

間、毎年、市の貯金である財

政調整基金２億円以上を取り

崩し、不足分を補っている状

況にある。96％と高い経常収

支比率を、今後どのように改

善すべきとお考えか。

　　経常収支比率の分母とな

る歳入面では、企業誘致等に

より市税等の経常一般財源を

確保していく。また、分子と

なる歳出面では、人件費や公

債費等の経常経費を抑制して

いく必要があると考える。

　　　　今後も経常的経費の

増加により、財政の硬直化が

進んでいくものと考えられる

ことから、新規事業や拡大事

業については、特定財源の確

保に努められるとともに、既

存事業の見直しによる一般財

源の確保を徹底されたい。市

庁舎整備事業についても規模

の縮小を含めた検討を行うな

ど、持続可能なまちづくりと

健全な財政運営をしっかりと

両立されるよう要望する。

新栄町駅前地区
市街地再開発事業の

現状と今後

　　再開発準備組合を中心に、

西鉄や商工会議所、市が連携

して進められているが、進捗

状況や今後の取組は。

　　事業主体である再開発準

備組合とともに、事業者との

協議や地権者との意向確認な

どを行い、施設計画の検討や

調整を支援しているところで

あり、今後も引き続きしっか

りと支援していきたい。

　　　　令和７年度には事業

のめどが立つよう、最大限の

支援と後押しをお願いする。

民生委員等担い手不足問題と
民生委員制度創設
100周年記念事業

　　担い手不足の解消に向け

た今後の取組は。

　　先進事例等の収集を行い、

民生委員・児童委員協議会と

連携し、成り手を確保したい。

　　　　民生委員等の欠員情

報をホームページや回覧板等

を活用して直接住民に届ける

ような取組をお願いする。

　　本市の民生委員制度は令

和７年度に創設100周年とい

う大きな節目を迎えるが、こ

の記念事業の計画は。

　　民生委員・児童委員協議

会と本市との共催による100

周年記念事業を予定しており、

子供や保護者など広く若い世

代にも楽しんでいただけるよ

うなイベントにしたい。

　　　　この記念事業を通じ

て、より多くの市民に民生委

員活動を知っていただき、民

生委員の担い手不足の解消に

つながることを期待する。
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